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（２）エンジョイタイム（低学年～中学年）
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児童が今もっている力で、水泳運動のさまざまな特性にふれながら楽しむことができるような活動を行う時間のことをエンジョイタイムと呼んでいます。主にゲームを多く取り扱っていますが、グループ対抗の競争的な活動ばかりではなく、水泳学習に必要な水中での感覚づくりや動きづくりを目的とした活動を考えています。

	活動名
	内容
（学年）
	イラスト
	活動の仕方とねらい

（※）留意点

	水中言葉あて
	呼　吸（１年～）　
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	ペアで向き合って互いに短い言葉を水の中であてっこをします。その時互いに手をつないでみたり、プールの底におしりをつけて行ったりといろいろと工夫ができます。また、５～６人グループを作り伝言ゲームなどにも挑戦できます。

※初めは、２文字くらいの短い言葉にする。

※かけ声をかけ、タイミングを合わせてもぐるようにする。

	ぶくぶく

コンテスト


	呼　吸　（１年～）　　　　　　　　　
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例
「プールの底におしりをつけよ
う。」

「底で体育すわりをしよう。」

「プールの底におなかをつけよ
う。」
	グループで円を作ります。円の中心にリーダーを置きます。

そのリーダーがリクエストしたもぐり方をグループのみんなで挑戦します。

その時リーダーが誰のもぐり方が上手だったか発表します。

※たくさん、ぶくぶく息を吐くとじょうずにもぐれる
ことを知らせる。
※けっして長くもぐる競争にならないようにさせ
る。

	うきうき　　　　コンテスト
	浮 く(２年～)
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	グループで円を作ります。円の中心にリーダーが立ちます。

そのリーダーがリクエストした浮き方をグループのみんなで挑戦します。

その時リーダーが友達の浮き方が誰が上手だったか発表します。

※ぶつからないように、十分に間隔をあける。

※できない子は、友だちにつかまったり、補助具
を使ったりしてもよいことにする。

	伏し浮き

ロケット
	けのびで進む（３年～）
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	伏し浮きをしている友達の足の裏を前に押し出し勢いを付けてあげます。

その時に押し出す合図をしてあげます。

※前に人がいないことを確認する。

※「体をまっすぐにのばそう。」「あごをひいて、
けのびの姿勢になろう。」などの言葉がけをす
る。

	水中
ロケット
	けのびで進む（３年～）
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	ペアの友達に言葉をかけてもらい、けのびから伏し浮きの一連の動作を身につけます。

５：壁に背中をつける　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４：バンザイの姿勢（腕を上げ、頭を挟む）　　　　　　

３：息を吸う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２：こんにちはの姿勢（水に潜る）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１：両足を壁につける　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０：壁をける

※しっかり頭でもぐってからかべをける。

※腕をのばした姿勢を保つ。

	けのびで
ＧＯ
	けのびで進む（３年～）
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	①けのびでタクシー

かべをけってけのびの姿勢を保ち、友達に引っ張ってもらいます。ける力が弱い子には、初めから手を引いて、進む気持ちよさを味わわせてあげます。

②けのびでＧＯ

けのびをして、勢いがなくなったところで、友達に引っ張ってもらいます。

※前に人がいないことを確認する。

	水中輪くぐり　　　
	けのびで進む
（３年～）
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	水中に輪を沈め、後のメンバーが、交代にくぐります。できるだけ遠くまでけのびの姿勢のまま行けるようにします。

	イルカ

輪くぐり
	け伸びで進む（３年～）
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	水面に輪を浮かべ、一人が輪をおさえます。潜って下から輪に入り、イルカ跳びで上から輪を越えます。

※もぐる時、浮き上がる時の指先の動きに注意
する。
※底に頭をぶつけないようにさせる。

	ばた足

フラッグス
	ばた足（３年～）
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	プールの横方向で、片側にペットボトルを持った友達が立ち、反対側から２名がスタートして、ビート板ばた足でペットボトルを取り合います。

泳力差がある場合は、スタートする位置を変えるなどの工夫もできます。

※となり同士ぶつからないようにする。

※顔を入れて泳がないようにする。

※取りやすいように、ペットボトルは水面上で持
つ。

	いっしょに　

ゴー
	ばた足（３年～）
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	ペットボトルをつなげたものを二人で持ち、ばた足競争をします。



	ビート板

どんちけた　　
	補助具を使って進む（３年～）
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	プールの横方向で、向かい合ったグループで競争をします。反対側の相手の陣地に向けてビート板ばた足で泳いでいきます。相手と出会ったらじゃんけんをします。勝ったら進み、負けたら次の人がスタートします。勝ち進み、相手側の陣地まで着いたグループが勝ちです。

※出会うとき、勢いよくぶつからないようにする。

※顔を入れて泳がないようにする。

※かべぎわで相手が近づいてきたときは、けの
びをしない。

	ばた足・

かえる足

ずもう
	足の動きで進む（３年～）
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	ペアで行ったり、グループの友達と行ったりします。ビート板やペットボトルなどを使い、互いに向き合います。用意スタートの合図で、ばた足やかえる足で押し合います。

※ばた足、かえる足は、二人が同時に始める。

※ペットボトルにしがみつかず、手のひらで前に押すようにする。

※ビート板やペットボトルを下へしずめないように気をつける。

	手かき

競争
	手のかき（３年～）
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	手で水をかいて、歩いて競争します。

※手をしっかりかくようにさせる例

・クロールのように、右左交互に手をかきながら

・平泳ぎのように、両手同時にかきながら

・キョンシーポーズで水を抑えてジャンプしなが
ら

	水中

手かき

競争
	手のかき（３年～）
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	水中で手を右左交互に動かし、ばた足をしながら進みます。

（顔は水につけてもつけなくてもいい。）



	背浮きに
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チャレンジ
	
	
	友達といっしょに、補助し合ったり、ビート板を使ったりして、自分のできそうな背浮きに挑戦します。

※口から息を吸うようにさせる。

※壁に頭をぶつけないよう、気をつけさせる。




＜プールの使い方＞
	
	○　○　  ○　○　　○　○

○  ○　　○　○　　○　○

○　○　  ○　○

○　○    ○  ○

○  ○  　○  ○　　○  ○

○　○  　○  ○　　○  ○
	
	　　　　　　　　

○ ↓ ○ ↓ ○ ↓ ○ ↓ ○

○　　○ ↑ ○ ↑ ○ ↑ ○



	
	○○　　○○　　○○


○○　　○○　　○○

○○　　○○　　○○

○○　　○○　　○○


※３、４人で円を作る。　　　　　　　　　　　　　　※プールは、横向きに使う。



○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　　　○○　　○○　　○○

○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　　　○○　　○○　　○○

	○　　○　　○　　○　　○

↓　　↓　　↓　　↓　　↓

●　　●　　●　　●　　●



	
	○　　○　　○　　○　　○

↓　　↓　　↓　　↓　　↓

↑　　↑　　↑　　↑　　↑

○　　○　　○　　○　　○
	
	○○　　○○　　○○

　  ↓　　　↓　　　↓


　　●　　　●　　　●


※横向きで、片方向に進む。　○　　○　　○　　○　　○　　　※横向きで、片方向に進む。

○　　○　　○　　○　　○　　　

※横向きで、両方向に進む。
水中言葉あて・うきうき・ぶくぶくコンテスト








Ｑ２．「エンジョイタイム」では、どのような活動をするのですか？








ばた足・かえる足すもう





浮く・泳ぐ（３年～）














浮く・泳ぐ（３年～）





輪くぐり











ビート板・ペットボトル














ビート板どんちけた





けのびでＧＯ


伏し浮きロケット


水中ロケット　他














ばた足フラッグス





引っ張る人


／押す人／声かけの人





ペットボトルを持つ人





輪を持つ人








